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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】車両の荷台に搭載し、凍結防止剤等の粉粒体の
散布に用い、車両用バッテリを電源とし粉粒体の散布幅
及び大容量ホッパの場合の散布量を制御し散布すると共
に散布に供する電動のアクチュエータを効率良くコンパ
クトになる粉粒体散布装置及び搭載車両を提供する。
【解決手段】車両用バッテリ１２の電気を電源とする粉
粒体散布の散布量と散布幅を散布条件に適合するように
制御するための粉粒体散布装置１Ａの前記車両用バッテ
リから取り出す電気の電圧を昇圧装置にて昇圧し、昇圧
された電気を基にインバータを制御機器として用い、三
相モータのギヤードモータをアクチュエータとして用い
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エンジンに取り付けたオルタネータが発電した電気を車両用バッテリに充電し、充電し
た電気を前記エンジン，車両制御及び照明等に用いると共に、粉粒体を積み込むホッパと
前記粉粒体を散布する散布装置を有し車両に搭載する粉粒体散布装置を車両の荷台に搭載
し、前記散布装置の散布アクチュエータを三相モータとし前記充電した電気を昇圧装置に
より昇圧し、前記昇圧した電気を電源として前記三相モータと対をなし制御・駆動するイ
ンバータからなる構造及び動力システムであることを特徴とする粉粒体散布装置及び搭載
車両。
【請求項２】
　請求項１に記載の車両に搭載する粉粒体散布装置において、前記ホッパに積み込んだ粉
粒体を前記散布装置に搬送する搬送アクチュエータを三相モータとし、前記三相モータの
駆動・制御を前記昇圧装置からの電気を電源として前記搬送装置の前記三相モータと対を
なしインバータで制御・駆動する搬送装置を加えることを特徴とする請求項１に記載の粉
粒体散布装置及び搭載車両。
【請求項３】
　前記電動アクチュエータは、前記三相モータ出力部に減速機を取付けた構成からなるギ
ヤードモータであることを特徴とする請求項１又は２に記載の粉粒体散布装置及び搭載車
両。
【請求項４】
　請求項１～３に記載の車両搭載粉粒体散布装置において、昇圧装置は昇圧型ＤＣ－ＤＣ
コンバータの出力が定電圧高圧直流電気であることを特徴とする粉粒体散布装置及び搭載
車両。
【請求項５】
　請求項１～３に記載の車両搭載粉粒体散布装置において、昇圧装置は昇圧型ＤＣ－ＡＣ
インバータの出力が定電圧単相高圧交流電気であることを特徴とする粉粒体散布装置及び
搭載車両。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、凍結防止剤等の粉粒体を路面に散布する散布装置を搭載・固定し車両のエン
ジンに取り付けているオルタネータで発電した電気を車両用バッテリに充電し、前記電気
を前記エンジン，車両制御及び照明等に用いると共に粉粒体散布装置の電動のアクチュエ
ータに供する車両搭載の動力システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、冬季の市町村道の凍結防止剤等を散布する粉粒体散布装置は、車両の荷台に搭載
し、凍結防止剤の粉粒体を溜めるホッパ，前記粉粒体を散布する散布装置及び前記ホッパ
の容量が大きい場合に必要となる前記粉粒体を前記ホッパから前記散布装置に搬送する搬
送装置からなっている。粉粒体散布装置のアクチュエータが電動式である場合は、車両用
バッテリを電源とし、直流電動モータをアクチュエータとする。又、粉粒体散布装置の動
力源及びアクチュエータの油圧式は、粉粒体散布装置に小型エンジンを取り付け前記小型
エンジンにより駆動される油圧ポンプを動力源そして油圧モータをアクチュエータとする
。電動式の制御は、一般に速度制御まで行わなかった。油圧式の制御は、油圧式の制御は
、油圧ポンプからの吐出油量を制御するバルブにより行い、アクチュエータの速度を制御
することにより、粉粒体の散布量及び散布幅を制御しているため、動力伝達効率が悪い。
【０００３】
　さらに、油圧式の粉粒体散布装置は、主要粉粒体である凍結防止剤散布の期間は冬季に
限定され、それ以外の季節には粉粒体散布は休止しており、休止期間のエンジン及び油圧
機器が油切れ錆付き等による故障を起こし、粉粒体散布装置の寿命を低下させてしまう。
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【０００４】
　例えば、特許文献１及び特許文献２では、トラックの荷台に搭載され、車両用を電源と
する直流電動モータをアクチュエータとする粉粒体散布装置が開示されている。一般的に
、単層直流モータは定格トルクの３倍の能力を有しているが、粉粒体の搬送量，散布幅を
定める速度制御が困難で負荷抵抗により変動するため、粉粒体の散布量，散布幅の安定制
御が困難である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】実開平０７－２０３１２号広報
【特許文献２】特開平０８－１９９５２５号広報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　解決しようとする課題は、車両の荷台に搭載し、凍結防止剤等の粉粒体の散布に用い、
車両用バッテリを電源とし粉粒体の散布幅及び大容量ホッパの場合の散布量を制御し散布
すると共に散布に供する電動のアクチュエータを効率良くコンパクトになる粉粒体散布装
置にすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、このような課題に鑑みてなされたもので、その目的とするところは、車両用
バッテリを電源とする粉粒体散布の散布幅と散布量を散布条件に適合するように駆動・制
御するための粉粒体散布装置の電源，制御機器及びアクチュエータであることを特徴とす
る。
【０００８】
　第１の発明の目的とするところは、車両に搭載する粉粒体散布装置のアクチュエータで
ある散布装置に伝達効率が良く小型化でき制御が容易な三相モータにし、前記三相モータ
の駆動・制御を前記三相モータと対をなし効率と制御性の良いインバータで行い、前記イ
ンバータに供給する電源電圧を車両用バッテリ電圧から昇圧装置にて安定昇圧し、前記車
両用バッテリの出力電圧の変動又は前記三相モータの負荷が変動しても回転が変動せず散
布幅を安定して散布することにある。
【０００９】
　第２の発明では、粉粒体を前記散布装置に搬送し散布量を制御する搬送装置及び前記の
搬送装置のアクチュエータである三相モータを加え、その電源を前記昇圧装置からの電気
を共有したものである。前記搬送装置の前記アクチュエータも伝達効率が良く小型化でき
制御が容易な前記三相モータにし、前記三相モータの駆動・制御を前記三相モータと対を
なし効率と制御性の良いインバータで行い、更に前記昇圧装置により複数のアクチュエー
タの負荷が変動しても回転が変動せず散布量を安定して供給することにある。
【００１０】
　第３の発明では、適正回転及びトルクを得ると共にコンパクトにする減速機入力部に前
記三相モータの出力軸に取付けてなるギヤードモータにしてコンパクト且つ軽量にして前
記搬送装置及び散布円盤装置取り付け易いアクチュエータにすることにある。
【００１１】
　第４の発明は、前記車両用バッテリ電源からの昇圧装置を昇圧型ＤＣ―ＤＣコンバータ
にし前記昇圧型ＤＣ―ＤＣコンバータからの前記三相モータを駆動する高圧直流電圧まで
安定的に昇圧し、前記三相モータの負荷が変動しても安定回転できるようにする。
【００１２】
　第５の発明は、前記車両用バッテリからの電気を昇圧型ＤＣ―ＡＣインバータにし、前
記昇圧型ＤＣ―ＡＣインバータからの前記三相モータを駆動する交流電圧まで安定的に昇
圧し、前記三相モータの負荷が変動しても安定回転できるようにする。
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【発明の効果】
【００１３】
　上記目的を達成するために本発明の請求項１に関わる発明は、車両の荷台に搭載する粉
粒体散布装置の動力源として車両用バッテリの電圧を昇圧装置により昇圧しインバータで
駆動・制御することにより、三相モータを粉粒体散布装置の散布装置のアクチュエータに
用いコンパクトで効率の良い制御が容易にできる利点を得られることにある。
【００１４】
　更に、本発明の請求項２に関わる発明は、前記昇圧装置を共用し前記三相モータを車両
搭載粉粒体散布装置の搬送装置のアクチュエータも前記散布装置と同様にコンパクトで効
率の良く散布装置と同様にコンパクトで効率の良い制御が容易にできる利点を得られるこ
とにある。
【００１５】
　また、本発明の請求項３に関わる発明は、粉粒体散布装置のアクチュエータを前記三相
モータの出力部に減速機を取り付けたギヤードモータにすることにより、高トルク化しコ
ンパクトにし効率向上に寄与する。
【００１６】
　そして、本発明の請求項４に関わる発明は、昇圧装置を昇圧型ＤＣ－ＤＣコンバータに
することにより、前記三相モータを駆動・制御する直流電源方式のインバータを用いる利
点を得られることにある。
【００１７】
　また、本発明の請求項５に関わる発明は、昇圧装置を昇圧型ＤＣ－ＡＣインバータにす
ることにより、前記三相モータを駆動・制御する単相交流電源方式のインバータを用いる
利点を得られることにある。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の粉粒体散布装置及び搭載車両を示す側面図（実施例１）
【図２】本発明のコンベヤ付き粉粒体散布装置及び搭載車両を示す側面図（実施例２）
【図３】本発明の粉粒体散布装置及び搭載車両の実施概略を示す電気ブロック図
【図４】本発明の粉粒体散布装置に昇圧型ＤＣ―ＤＣコンバータを用いた例（実施例３）
【図５】本発明の粉粒体散布機に昇圧型ＤＣ―ＡＣインバータを用いた例（実施例４）
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【実施例１】
【００１９】
　図１は、本発明に係る粉粒体散布装置及び搭載車両の実施例となる側面図である。粉粒
体散布装置（散布装置付）１Ａは、粉粒体を蓄積するホッパ２，散布円盤３Ａを回転させ
その遠心力に合わせて広く散布する散布装置３から構成されている。散布装置３は、散布
用三相モータ６Ａと散布用減速機６Ｂと一体構成した散布用ギヤードモータ６に回転円盤
３Ａを取り付け散布用ギヤードモータ６の回転を散布円盤３Ａに伝えることにより、散布
円盤３Ａの回転の遠心力により回転数に合わせた幅まで散布する。
【実施例２】
【００２０】
　図２は、更に、本発明に係る粉粒体散布装置及び搭載車両の実施例となる側面図である
。粉粒体散布装置（散布装置及び搬送装置付）１Ｂは、ホッパ２及びホッパ２から散布装
置３に搬送する搬送装置４から構成されている。本図記載の搬送装置４の一例としてコン
ベヤ方式の駆動系を記載する。搬送装置４のアクチュエータである搬送用三相モータ５Ａ
と搬送用減速機５Ｂと一体構成した搬送用ギヤードモータモータ５をコンベヤ駆動軸４Ａ
に取付け構成している。散布装置３の構成は、前項と同様である。
【００２１】
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　搬送用ギヤードモータ５及び散布用ギヤードモータ６は、搬送用三相モータ５Ａ及び散
布用三相モータ６Ａは、例えば、定格回転１，８００ｍｉｎ－１の三相モータを搬送装置
４及び散布装置３をコンパクトで軽量化するため三相モータ能力最大の回転１，８００ｍ
ｉｎ－１で回転させると回転が速過ぎ、粉粒体を適格に搬送・散布できなくなるので、搬
送装置４及び散布装置３の最大定格回転が３００ｍｉｎ－１であれば搬送用減速機５Ｂ及
び散布用減速機６Ｂのギヤードモータの減速比を１／６程度にすることにより、コンパク
トで軽量化することになる。
【００２２】
　図１及び図２に記載の粉粒体散布装置１Ａ又は１Ｂを搭載車両７は、運転・操縦する運
転席８，走行駆動動力を生じるエンジン９，エンジン９の駆動力を受け走行駆動する後輪
１０Ｂ，走行ステヤリングする前輪１０Ａ，エンジン９に取り付きその駆動力により直流
電気を発生させるオルタネータ１１，オルタネータ１１からの直流電気を充電し必要機器
に供給する走行用バッテリ１２及び粉粒体散布装置１を乗せる荷台１３の主要部からなっ
ている。
【００２３】
　図３は、本発明に係る粉粒体散布装置（散布装置及び搬送装置付）１Ｂ及び搭載車両７
に関連する概略電気回路図である。エンジン９に取り付けているオルタネータ１１により
電気を発電し、前記電気は車両用バッテリ１２に充電される。車両用バッテリ１２に充電
された電気は、アクチュエータである三相モータを駆動・制御するに必要な電圧に昇圧装
置１４により高圧単相電気に昇圧され，散布用インバータ１５及び搬送用インバータ１６
に供給される。前記散布用インバータ１５は、前記散布用三相モータ６Ａに電気を送り込
み、駆動制御する。前記搬送用インバータ１６は、前記搬送用三相モータ５Ａに電気を送
り込み、駆動・制御する。
【実施例３】
【００２４】
　図４は、本発明に係る昇圧装置１４の実施例である直流－直流変換フルブリッジ型昇圧
型のＤＣ―ＤＣコンバータ１４Ａを使用したブロック図である。走行用電池１３からの直
流電気をＰＷＭ回路１７により交流電気に変換し、変換された交流電気をトランス１８に
より高圧化し、更に高圧化した高圧交流電気をダイオード整流回路１９により高圧直流電
気に変換し、変換した電圧が設定電圧になるように制御装置２０で制御する。変換した前
記直流高圧電気は、搬送用インバータ１５及び散布用インバータ１６により駆動制御電気
に変換し搬送用三相モータ６Ａ及び散布用三相モータ６Ｂを駆動する。
【実施例４】
【００２５】
　図５は、本発明に係る昇圧装置１４の実施例である直流－交流変換ブリッジ型昇圧型の
ＤＣ―ＡＣインバータ１４Ｂを使用したブロック図である。走行用電池１３からの直流電
気をＰＷＭ回路１７により交流電気に変換し、変換された交流電気をトランス１８により
高圧化し、高圧化した交流電圧が設定電圧になるように制御装置２０で制御する。高圧化
した交流高圧電気は、搬送用インバータ１５及び散布用インバータ１６により駆動制御電
気に変換し搬送用三相モータ６Ａ及び散布用三相モータ６Ｂを駆動する。
【００２６】
（その他の実施形態）
　本発明は、上記実施形態以外の搬送装置又は／及び散布装置のアクチェータに三相モー
タを用いていれば良い。又、昇圧装置も直流電気を安定昇圧する電気回路構成を有すれば
良い。
　又、ＤＣ－ＤＣコンバータ及びＤＣ－ＡＣインバータの内部回路構成は一実施形態を示
すもので、他の回路構成でも同じ機能を達成すれば本技術の範囲となる。
　更に、三相モータにはＩＰＭモータ，ＳＰＭモータ，シンクロナスモータ，シンクロナ
スリラクタンスモータ等各種あるが、インバータと三相配線され制御・駆動されるものは
本発明の技術範囲となる。
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【符号の説明】
【００２７】
１Ａ　粉粒体散布装置（散布装置付）
１Ｂ　粉粒体散布装置（散布装置及び搬送装置付）
２　ホッパ
３　散布装置
３Ａ　散布円盤
４　搬送装置
４Ａ　コンベヤ駆動軸
５　搬送用ギヤードモータ
５Ａ　搬送用三相モータ
５Ｂ　搬送用減速機
６　散布用ギヤードモータ
６Ａ　散布用三相モータ
６Ｂ　散布用減速機
７　車両
８　運転室
９　エンジン
１０Ａ　前輪
１０Ｂ　後輪
１１　オルタネータ（図１及び図２は破線表示）
１２　車両用バッテリ
１３　荷台
１４　昇圧装置
１４Ａ　昇圧型ＤＣ―ＤＣコンバータ
１４Ｂ　昇圧型ＤＣ―ＡＣインバータ
１５　散布用インバータ
１６　搬送用インバータ
１７　ＰＷＭ回路
１８　トランス
１９　ダイオード整流回路
２０　制御装置
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